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　知ってるはず

　教わったはず・・

 
　きっと何よりも優しく、

　何時もseriousな厳しさと強さで　・・
 
　混沌に揺らめく蜉蝣の舞は、

　追い求める虚像の美学。

 
　ｷﾐには見えて

　私には見えない。

 
　always・・挑発する様な聡明な導きで
　anytime・・一足早く先をゆく人。
 
　髪に絡まる微風がからかう様に

　微かな好奇心を擽って行く。

 
　突然の驟雨の様に、

　浮き彫りになる未知の輪郭は・・

 
　張詰めたG線上にさざ波を立てる。
 
　孤独に沈み果てしなくｷﾐを求め、

　不毛のこの地でｷﾐに飢える。

 
　壊れた鼓動はまるで撃ち放つmachin-gun・・
 
　篭もる嗚咽の中、

　無心でｷﾐの器にうずくまる。



 
　甘美な愛で灯を燈した幻影の、

　ﾘｱﾙな余韻が凍える様な涙を誘う。

 
　静謐な密室での、張り裂けそうに

　長い雨夜の慰めのrequiem　・・

 
 
 
 
 


